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高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

西

谷

正

は
じ
め
に

日
本
列
島
古
代
の
大
王
陵
の
中
で
、
最
大
規
模
を
誇
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
伝
・
仁
徳
天
皇
陵
す
な
わ
ち
大
山
古
墳
で
あ
る
。

そ
し
て
、
し
ば
し
ば
中
国
の
秦
・
始
皇
帝
陵
や
エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
壬
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
比
較
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
は
、
墳
丘
規
模
の
比
較

を
規
準
に
し
て
い
る
。
確
か
に
大
山
古
墳
は
、
二
重
の
周
濠
や
数
基
の
陪
塚
群
を
含
め
て
考
え
る
と
、
さ
ら
に
壮
大
さ
を
増
す
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
始
皇
帝
陵
や
ク
ブ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
墳
丘
の
周
囲
に
数
多
く
の
付
属
施
設
群
を
配
置
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
る
と
、
そ
の
壮
大
さ
は
大
山
古
墳
の
比
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
こ
で
、
た
と
え
ば
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
る
と
、
ま
ず
、
王
の
ミ
イ
ラ
を
安
置
す
る
玄
室
を
地
下
深
く
包
蔵
し
た
、
角
錐
形
を
な

す
墳
丘
本
体
（
司
可
E
邑
仏
）
が
あ
る
（
第
一
図
）
。
そ
し
て
、
そ
の
そ
ば
に
は
、
葬
送
・
祭
杷
に
つ
か
わ
れ
る
葬
祭
殿
合
同
一
ぺ
吋
巾
昌
三
市
）
や
、

儀
式
用
の
船
の
濠
（
∞
。

a
E
Z）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
周
囲
に
は
、
周
壁
（
凹
宮

Z
2
2
当
包
］
）
が
め
ぐ
る
。
葬
祭
殿
か
ら
は
、
ナ

イ
ル
川
の
河
岸
へ
ま
っ
す
ぐ
に
参
道
行
2
2
3司
）
が
通
じ
る
。
参
道
の
東
端
で
ナ
イ
ル
川
の
河
岸
に
は
、
王
の
遺
体
を
浄
め
る
儀
式
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を
行
っ
た
後
に
ミ
イ
ラ
を
作
る
場
所
と
し
て
の
流
域
殿
（
〈
色
ミ

1982.4.4 

同
a
巾

S
H
L
叩）
が
あ
る
。
さ
ら
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
外
側
に
は
、
中

・

小
多
数
の
陪
塚
群
（
∞
白
丹
市
E
Z
∞
月

E
V向
。
ロ
ロ
仏
国
）
が
付
属
す
る
。

つ
ま
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
場
合
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
本
体
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
、
ピ

（

Z）
 

ラ
ミ
ッ
ド
複
合
（
司
有
印
包
囲
与
の
O
E℃
F
H）
と
呼
ば
れ
て
い
る

第

ギザのピラミッド

二
図
）
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
日
本

の
大
王
陵
に
お
い
て
、
陪
塚
群
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
、
大
王
陵

の
祭
杷
建
物
や
管
理
棟
と
い
っ
た
付
属
施
設
群
の
想
定
も
類
推
さ

れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
遺
構
群
は
確
認
さ
れ
て

E
t
z
O
 

L
ふ
れ
唱

L
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
す
で
に
早
く
三
国
時
代
高
句
麗

の
中
期
の
王
陵
に
お
い
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
見
た
よ
う
な
コ
ン
プ

（

3
）
 

レ
ッ
ク
ス
が
存
在
し
た
可
能
性
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。

高
句
麗
・
太
王
陵
の
陵
掴

朝
鮮
半
島
古
代
の
高
句
麗
が
国
家
形
成
を
行
っ
て
い
ら
い
、
王

や
貴
族
な
ど
の
支
配
階
層
は
、
競
っ
て
壮
大
な
古
墳
を
築
造
し
た
。
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た
と
え
ば
、
高
句
麗
中
期
の
王
都
で
あ
っ
た

囲
内
城
の
故
地
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国

吉
林
省
集
安
県
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
一
万

数
千
基
を
越
え
る
古
墳
群
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
最
大
規
模
を
誇
る
の
が
太

王
陵
で
あ
る
。

太
王
陵
に
対
す
る
調
査
は
、
す
で
に
早
く

か
ら
鳥
居
龍
蔵
・
関
野
貞
・
梅
原
末
治
・
池

内
宏
ら
の
先
学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
池
内
宏
の
総
括
的
な
調
査

記
録
に
も
と
づ
い
て
概
観
す
る
。

太
王
陵
は
、
有
名
な
広
開
土
玉
（
好
太
王
）

陵
碑
の
西
南
約
三
百
数
十
メ
ー
ト
ル
と
こ
ろ

第2図

に
位
置
し
、
小
高
い
丘
陵
の
南
端
付
近
に
立

地
す
る
。
太
王
陵
（
第
三
図
）
は
、
平
面
方

形
を
な
す
が
、
そ
の
基
底
部
の
各
辺
は
ほ
ぼ

東
西
南
北
の
方
位
線
と
一
致
す
る
。
基
底
部

の
一
辺
の
長
さ
約
六
三
メ
ー
ト
ル
、
現
存
高

約
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
七
段
築
成
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第3図 太王陵外形実測図（『遇溝』巻上より）



高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
西
谷
）

太王陵全景第4図（上）

太王陵裾部第4図（下）
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出
樹
同
開
制
限

第5図太王陵銘主導
（関西大学『考古学資料図鑑』および r考古学雑誌」 5-3より）

四

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
を
な
す
積

石
塚
で
あ
る
（
第
四
図
上
）
。

基
底
部
の
周
辺
に
は
、
最
も

大
き
な
も
の
で
高
さ
六
メ
l

ト
ル
余
り
の
大
き
な
自
然
石

を
寄
せ
か
け
て
い
る
（
第
四

図
下
）
。
現
在
、
南
辺
に
五
個
、

東
辺
に
四
個
、
北
辺
に

一
個、

西
辺
に
四
個
残
存
す
る
が
、

も
と
は
各
辺
に
五
個
ず
つ

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
墳
頂
部
に
は
、
五
段
目

の
段
築
上
面
に
基
底
部
を
置

き
、
一
辺
約
一
二
メ
ー
ト
ル

の
最
上
面
す
な
わ
ち
七
段
目

の
段
築
の
上
面
に
天
井
石
の

上
面
が
く
る
横
穴
式
石
室

が
、
西
側
に
閉
口
し
て
設
置

さ
れ
た
。
石
室
は
両
袖
形
式
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で
、
平
面
方
形
の
玄
室
の
中
央
に
羨

道
が
つ
き
、
全
長
は
四
メ
ー
ト
ル
を

越
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
古
墳
が
太
王
陵

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
積
石
の
中
か
ら

太王陵陵闘（『東洋史論叢』より）

多
数
の
瓦
樽
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
埼
に
「
願
太
王
陵
安
知
山
田
知

岳
」
の
一

O
文
字
が
隷
書
体
で
陽
刻

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
（
第
五

図）。さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の

は
、
古
墳
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た

第6図

土
塁
で
あ
り
、

い
わ
ば
陵
園
を
な
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
い
ち
早
く
取
り
上
げ
た
の
は
、

藤
田
亮
策
で
あ
る
。
藤
田
に
よ
る

と
、
太
王
陵
の
周
囲
に
は
、
広
範
囲

に
渡
っ
て
、
敷
石
が
あ
っ
た
と
推
測

（
第
六
図
）
。
古
墳
本

さ
れ
て
い
る

五
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一
一
六

体
の
北
辺
か
ら
約
九
0
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
た
位
置
に
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
三

1
五
メ
ー
ト
ル
の
土
石
混
築
の
土
塁
が
東
西
方
向
に
長

さ
約
二
五

0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
走
っ
て
い
た
。
そ
の
東
端
は
大
き
く
カ
1
ブ
を
描
い
て
東
寄
り
南
方
へ
と
続
く
が
、
E

択
さ
約
二
二

0

メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
さ
ら
に
西
方
に
折
れ
曲
が
り
、
古
墳
の
南
側
を
通
っ
て
約
三
五
0
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
ま
で
延
び
て
い
た
。
西
辺
の

土
塁
は
、
大
部
分
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
わ
ず
か
に
耕
作
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
隆
起
し
て
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
た
。
た
だ

し
、
西
北
の
隅
角
部
は
、
約
五

0
メ
ー
ト
ル
余
り
の
長
さ
で
、
北
辺
の
土
塁
に
連
絡
し
て
南
西
方
向
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

お
よ
そ
西
辺
の
長
さ
が
約
三
五

0
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
た
。
な
お
、
土
塁
の
東
辺
は
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
－
B
a
t

－
一
・
五
メ
l
ト

ル
で
、
赤
色
粘
土
を
も
っ
て
築
い
た
が
、
台
地
の
縁
辺
に
沿
っ
て
築
か
れ
た
た
め
、
地
形
に
左
在
さ
れ
て
東
寄
り
に
少
し
方
向
が
聞
い
た

と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
南
辺
の
土
塁
は

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
当
時
、
ほ
と
ん
ど
痕
跡
を
と
ど
め
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
畑
地

と
異
な
る
赤
色
粘
土
に
よ
っ
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
東
南
隅
か
ら
西
々
南
方
向
に
斜
め
に
走
っ

て
い
る
の
は
、
鴨
緑
江
の
流
路
に
平
行
し
た
台
地
の
縁
辺
に
築
い
た
た
め
で
、
土
塁
の
外
側
の
南
面
は
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
傾
斜
面
と
な
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

実
は
、
こ
の
土
塁
の
存
在
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
鳥
居
龍
蔵
と
い
わ
れ
、
（
大
正
元
）
年
一
二
月
の
現
地
調
査
の
折
、
と

く
に
北
側
の
土
塁
の
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
藤
田
亮
策
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一

O
）
年
秋
に
、
池
内
宏
・
浜
田
耕
作
の
調
査
に
同

行
し
た
際
、
と
く
に
注
意
し
て
北
側
の
土
塁
を
歩
測
し
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
三
八
年
四
月
に
よ
う
や
く
実
測
を
果
し
た
。
藤
田
に
よ
る

と
、
そ
の
当
時
、
土
患
の
内
部
に
は
、
古
墳
の
東
側
に
隣
接
し
て
、
福
寿
宮
と
呼
ば
れ
た
廟
が
あ
り
、
ま
た
、
西
南
側
の
近
く
に
は
、
元

の
村
役
場
の
建
物
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
古
墳
の
東
北
と
東
南
の
方
向
に
は
朝
鮮
族
の
民
家
が
十
数
棟
建
て
込
ん
で
い
た
。
古
墳
の
前
方

つ
ま
り
南
面
に
は
、
新
た
に
満
浦
聞
の
鉄
道
線
路
が
横
切
っ
た
た
め
、
土
塁
は
鉄
道
の
敷
地
内
に
入
っ
て
い
た
。

い
っ
ぽ
う
、
古
墳
の
背
後
す
な
わ
ち
北
側
の
土
塁
の
内
側
二

0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
は
、
一
九
三
八
年
当
時
、
東
西
九
八
メ
ー
ト
ル
、

南
北
一
五
l
一
八
メ
ー
ト
ル
の
横
長
の
石
塊
群
が
あ
っ
た
。

九

一
九
三
五
年
当
時
は
、
ほ
ぼ
長
方
形
で
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
を
認
め
た
が
，



九
三
八
年
当
時
に
は
、
ま
っ
た
く
砂
利
置
場
の
観
を
呈
し
、
そ
の
南
側
に
続
く
大
き
な
土
坑
と
と
も
に
、
そ
こ
が
付
近
の
住
民
に
よ
っ
て

建
築
用
資
材
と
し
て
採
取
さ
れ
、
そ
の
残
骸
が
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
見
る
と
、
石
塊
の
一
部
に
は
そ
の
当
時
も

大
形
の
切
石
が
認
め
ら
れ
、
・
も
と
も
と
同
形
同
大
の
積
石
塚
が
五
、
六
基
並
列
し
て
陪
塚
群
を
形
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
古
墳
の
南
方
一
八

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
民
家
の
裏
に
建
築
跡
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、

礎
石
と
菱
形
文
の
あ
る
埠
、
高
句
麗
の
軒
丸
瓦
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
こ
の
礎
石
に
つ
い
て
は
、
鳥
居
龍
蔵
が
『
南
満
洲
調
査
報
告
』

に
、
八
角
の
作
り
出
し
の
あ
る
花
岡
岩
製
で
あ
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
横
穴
式
石
室
は
西
側
に
閉
口
し
て
い
る
。
古
墳

の
南
面
中
央
前
面
に
は
三
メ
ー
ト
ル
の
間
隠
を
置
い
て
平
行
す
る
長
石
が
あ
っ
て
、
拝
道
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
こ
と
と
、
古
墳
の
北
側
に

陪
塚
群
の
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
藤
田
は
、
古
墳
そ
の
も
の
は
、
地
形
に
し
た
が
っ
て
、
鴨
緑
江
の
方
向
す
な
わ
ち
南
側
に
正
面
を
置
い

て
い
た
と
考
え
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
古
墳
の
南
北
の
長
軸
線
は
東
に
八
度
振
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
上
述
の
建
築
跡
は
古
墳
の

南
正
面
に
あ
っ
て
、
古
墳
の
祭
杷
も
し
く
は
管
理
に
関
連
す
る
遺
構
と
想
像
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
古
墳
の
背
後
の
丘
陵
上
に
は
、

辺
の
長
さ
二

O
l二
五
メ
ー
ト
ル
の
五
基
の
積
石
塚
と
、
小
形
の
二
基
の
積
石
塚
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
基
は
土
塁
の
西
北
外
に
接
っ

し
、
他
の
積
石
塚
は
、
古
墳
の
背
後
の
北
側
に
連
接
し
て
、
広
開
土
王
陵
碑
の
西
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
っ
て
い
た
。
之
の
広
開

土
王
陵
碑
は
、
古
墳
の
東
北
四
五

0
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
部
に
立
つ
。
い
ま
述
べ
た
積
石
塚
を
も
古
墳
の
陪
塚
の
一
部
と
見
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ま
さ
に
陵
碑
は
古
墳
の
陵
域
内
に
あ
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
、
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
太
王
陵
古
墳
の
被
葬
者
に
関
し
て
、
藤
田
亮
策
は
、
景
勝
地
に
立
地
し
て
い
る
と
と
、
高
句
麗
古
墳
で
唯
一
の
大
形
土
塁

が
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
古
墳
の
規
模
が
雄
大
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
諸
特
徴
か
ら
高
句
麗
の
王
陵
で
あ
る
と
し
た
。
筆
者
は
、

さ
ら
に
加
え
て
、
太
主
陵
銘
埠
の
出
土
や
陵
碑
の
至
近
さ
な
ど
の
点
で
、
乙
の
古
墳
が
好
太
王
す
な
わ
ち
広
開
土
王
の
王
陵
で
あ
る
と
考

え
る
。

高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
西
谷
）

七



高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
西
谷
）

八

前
述
の
藤
田
亮
策
の
観
察
記
録
を
も
と
に
考
察
を
進
め
る
と
、
太
王
陵
古
墳
は
、
一
種
の
陵
園
を
形
成
し
、
そ
の
構
成
要
素
と
な
る
い

く
つ
か
の
施
設
群
を
擁
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
、
陵
国
の
中
心
と
な
る
古
墳
本
体
は
、
お
そ
ら
く
数
万
基
と
思
わ
れ
る
高

句
麗
古
墳
の
中
で
最
大
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
古
墳
前
面
に
お
け
る
建
築
跡
の
存
在
で
あ
り
、
祭
杷
・
も
し
く
は
管
理
の
た
め
の

建
物
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
広
開
土
王
陵
縛
の
碑
文
の
中
に
、
た
と
え
ば
、
王
陵

を
守
諮
し
、
清
掃
す
る
守
墓
人
の
戸
数
三
三

O
戸
の
構
成
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
守
墓
人
の

住
居
や
、
彼
ら
の
管
理
者
の
住
居
や
官
衡
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
古
墳
本
体
や
建
物
を
取
り
囲
ん
で
土
塁
が
め
ぐ
り
、
そ
の
内
・
外

に
は
多
数
の
陪
塚
群
を
擁
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
至
近
の
距
離
に
陵
碑
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
太
王
陵
古
墳
は
広

開
土
王
の
王
陵
と
し
て
、
各
種
の
構
築
物
か
ら
な
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

高
句
麗
・
将
軍
塚
の
場
合

太
玉
陵
の
北
東
ニ
・

O
五
キ
ロ
の
位
震
に
あ
っ
て
、
太
王
陵
と
並
ら
ぶ
大
形
の
積
石
塚
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
将
軍
塚
で
あ
る
（
第

七
図
）
。
こ
の
古
墳
に
対
す
る
調
査
も
、
関
野
員
ら
に
よ
っ
て
早
く
着
手
さ
れ
た
が
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
池
内
宏
・
梅
原
末
治
・

水
野
清
一
・
三
上
次
男
ら
に
よ
る
調
査
結
果
を
、
池
内
宏
の
概
括
的
な
記
録
か
ら
ま
ず
見
て
み
よ
う
。

古
墳
は
、
集
安
の
通
溝
平
野
の
東
北
方
に
位
置
し
、
土
口
子
山
の
山
麓
に
沿
っ
た
高
地
に
あ
る
。
墳
頂
に
立
つ
と
、
通
溝
平
野
を
一
望

の
も
と
に
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
景
勝
の
地
に
立
地
す
る
。
将
軍
塚
は
、
丁
寧
に
加
工
さ
れ
た
花
闘
岩
で
方
形
七
段
に
築
き
上
げ
た
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
形
の
壮
大
な
も
の
で
あ
る
（
第
八
図
）
。
墳
頂
部
は
現
在
、
覆
盆
の
よ
う
に
隆
起
し
た
形
を
な
し
、
土
砂
と
漆
喰
に
覆
わ
れ
て

い
る
。
墳
項
部
の
周
縁
に
は
葛
石
が
遺
存
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
長
さ
三

0
セ
ン
チ
余
り
の
間
隔
を
お
い
て
、
直
径
一

O
セ

ン
チ
ほ
ど
の
柄
穴
を
穿
っ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
央
部
は
河
原
石
と
漆
喰
で
阻
め
て
周
縁
部
の
葛
石
の
高
さ
よ
り
一
段
高

く
な
っ
た
方
形
の
高
ま
り
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
・
も
と
も
と
こ
こ
に
は
、
通
溝
の
遺
跡
で
多
く
見
ら
れ
る
方
形
の
小
土
墳
の
よ
う
な
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1991. 5. 23 

形
状
を
呈
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
墳

頂
部
に
瓦
片
が
散
乱
し
て
お
り
、
瓦
葺
の
屋
蓋
が
建
っ
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
た
。

古
墳
は
、
西
南
に
面
し
て
築
か
れ
て
い
る
の
で
、
四
隅
を
結
ん

だ
対
角
線
は

N
m
wで
、
ほ
ぽ
東
西
南
北
の
方
位
線
状
に
の
る
乙

と
に
な
る
。
基
底
部
の
一
辺
の
長
さ
は
約
三
二

・
ニ

1
二一三

・
七

rり
ふ
M南西LU

自
然
石
を
三
つ
ず
つ
寄
ぜ
か
け
て
立
て
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
埋
葬

験
施
設
を
見
る
と
、
墳
丘
第
三
段
目
の
上
面
に
基
底
部
を
置
く
花
両

軍将

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約

二

了
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
な
お
、
墳

丘
裾
部
の
各
辺
に
は
、
太
王
陵
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
大
形
の

第7図

岩
切
石
積
み
の
横
穴
式
石
室
が
築
か
れ
、
西
南
向
き
に
閉
口
し
て

い
る
（
第
九
図
）
。
玄
室
は
、
長
さ
・
幅
と
高
さ
が
と
も
に
ほ
ぼ

同
じ
約
五
・
六
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
そ
の
西
南
側
中
央
に
、
幅
約

二
・
九
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
八
・
九
メ
ー
ト
ル
の
羨
道
が
取
り
つ

く
。
そ
し
て
、
玄
室
内
部
に
は
、
長
軸
と
平
行
し
て
棺
台
が
二
個

所
設
け
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
将
軍
塚
古
墳
の
周
囲
を
見
る
と
、
池
内
宏
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
注
目
す
べ
き
若
干
の
遺
構
が
存
在
し
た
。
ま
ず
、
古

墳
の
周
囲
に
は
幅
約
三

0
メ
ー
ト
ル
前
後
に
わ
た
っ
て
方
形
の
範

九
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囲
内
に
河
原
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

（第一

O
図）。

1985. 8. 23 

西
北
側
で
は
、
幅
約
二
九
メ
ー
ト
ル
の
敷
石
限
界
線
に
石
灰
岩
の

切
石
を

一
列
に
立
て
て
い
た
。
ま
た
、
北
東
側
に
当
た
る
背
後
で

は
、
そ
の
敷
石
の
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
限
界
線
に
沿
っ
て
、
お
そ
ら

く
八
基
か
ら
な
る
陪
塚
群
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

将軍塚石室関口部（南から）

し
て
、
東
南
方
に
少
し
離
れ
て
独
立
的
に
位
置
す
る
第

一
陪
塚
は

将
軍
塚
の
東
西
方
向
の
対
角
線
の
東
四
四
メ
ー
ト
ル
の
延
長
線
上

に
当
た
り
、
遺
存
状
況
も
比
較
的
良
好
で
あ
る

（第

二

図）。

ま
た
、
陪
塚
群
の
背
後
約
七
メ
ー
ト
ル
付
近
は
、
丘
陵
端
を
削
つ

て
傾
斜
面
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
大
石
を
寄
せ
か
け
た
形
跡
が
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
将
軍
塚
の
前
面
左
側
の
丘
の
上
に
は
建
築
跡
が

（叩
）

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
将
軍
塚
は
一

図9図

定
の
墓
域
と
、
そ
の
内
部
に
陪
塚
群
を
配
し
た
、

一
種
の
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
将
軍
塚
の
ほ
ぼ
正
中
線
上
の
左
脇
に
あ
り
、
西
南
方

六
五
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
立
つ
広
開
土
王
陵
碑
と
、
そ
の
聞
に
漢

墓
の
神
道
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
、
広
開
土
王
陵
に
比
定
す

る
見
解
が
古
く
か
ら
あ
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
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一一一一

高
句
麗
の
王
陵
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
か
ろ
う
。

四
秦
漢
皇
帝
陵
に
お
け
る

王
醸
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

高
句
麗
の
太
王
陵
に
王
陵
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
の
概
念
を
導
入
し
、

さ
ら
に
は
将
軍
塚
に
も
、
そ
の
変

容
形
態
を
見
ょ
う
と
し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
概
念
が
ど
う
し
て
生
ま

れ
た
か
を
考
え
る
と
き
、
中
国
大

陸
の
秦
漢
皇
帝
陵
が
視
野
に
入
つ

て
く
る
。（

ご
秦
漢
皇
帝
隈

秦
の
始
皇
帝
陵
が
、
中
国
の
歴

代
皇
帝
陵
の
中
で
も
最
大
規
模
を

誇
る
陵
園
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
遺
跡
が
、
陳
西
省
西
安
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隅岨

陣宮古旨

四

市
の
東
方
約
三

0
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
臨

溢
県
の
騨
山
の
北
麓
に
あ
る
と
と
か
ら
、

あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

陵
闇
は
、
面
積
が
実
に
五
六
・
二
五
平

秦・始皇帝陵園（『秦始皇陵兵馬偏』より）

方
キ
ロ
と
い
わ
れ
る
の
で
、
桁
外
れ
に
規

模
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

墳
丘
だ
け
を
見
て
も
、
東
西
約
二
七
七

七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
五

0
メ
ー
ト
ル

の
長
方
形
の
平
面
を
な
し
、
高
さ
が
約
四

三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
裁
頭
四
角
錐
形
を
し

た
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
（
第
一
二
図
）
。

墳
丘
周
囲
の
地
上
に
建
て
ら
れ
た
大
小
多

数
の
建
造
物
群
と
と
も
に
、
墳
丘
の
地
下

深
く
に
は
、
さ
な
が
ら
地
下
宮
殿
を
再
現

第13図

す
る
か
の
よ
う
な
豪
壮
で
華
麗
な
墓
榔
が

蛍
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
墳
丘

の
周
囲
に
は
、
南
北
に
長
く
長
方
形
平
面

で
、
内
外
二
重
の
塀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
塀
の
外
周
は
九
二
九
四
メ
l



ト
ル
の
規
模
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
塀
の
内
外
に
は
、
多
数
の
付
属
施
設
群
が
濃
密
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
第
二
ニ
図
）
。

始
皇
帝
は
、
紀
元
前
二
四
七
年
に
一
三
才
で
即
位
し
て
間
も
な
く
、
寿
陵
の
造
営
工
事
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
、
二
一

O
年
の
死
去
の

前
年
に
は
、
農
民
の
反
乱
が
起
こ
っ
て
工
事
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
の
三

O
年
余
り
の
閥
、
全
国
各
地
か
ら
工
事
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
た
徒

刑
者
は
七

O
万
人
余
り
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
広
大
な
陵
園
が
造
営
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
塀
の
内
外
の
諸
施
設
の
う
ち
、
と
く
に
私
た
ち
を
驚
か
せ
た
の
は
、
鋼
車
馬
坑
と
兵
馬
偏
坑
で
あ
る
。
銅
車
馬
坑
は
、
墳

丘
の
西
方
に
当
た
り
、
墳
丘
裾
か
ら
二

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
実
物
の
二
分
の
一
の
大
き
さ
と
は
い
え
、
精
巧
を
極
め
た
金
銅

製
の
馬
車
が
二
輯
見
つ
か
っ
た
。
二
輔
の
馬
車
は
八
頭
立
て
で
、
御
者
が
二
人
乗
っ
て
い
る
。
始
皇
帝
の
霊
魂
が
、
護
つ
ま
り
陵
固
に
設

け
ら
れ
た
、
死
後
に
生
活
し
遊
覧
す
る
場
所
を
巡
行
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
専
用
の
馬
車
と
い
わ
れ
る
。

兵
馬
偏
坑
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
始
皇
帝
の
軍
団
を
地
下
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
墳
丘
か
ら
東
へ
約
一
・
五
キ
ロ
の
位
置
に

あ
り
、
三
個
所
の
偽
坑
と
一
個
所
の
未
完
成
備
坑
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
号
坑
は
、
東
西
約
二
一

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
六

0
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
四
・
五

1
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
も
の
で
、
武
人
偏
七
千
体
以
上
、
馬
偏
一

O
O頭
余
り
、
戦
車
一

O
O台

余
り
な
ど
が
出
土
し
、
始
皇
帝
の
近
衛
師
団
も
し
く
は
宮
城
宿
衛
寧
の
往
時
の
姿
を
初
郷
と
さ
せ
る
。
二
号
坑
は
、
平
面
が

L
字
状
を
な

す
が
、
東
西
約
九
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
八
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
の
規
模
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
湾
兵
・
戦
車
・
騎
兵
か

ら
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
前
方
の
琴
兵
に
よ
る
方
陣
、
右
後
方
の
戦
車
隊
、
中
央
の
智
兵
・
戦
車
・
騎
兵
の
混
成
部
隊
、
そ
し
て
、
左
後
方

の
戦
車
と
騎
兵
の
混
成
部
臨
時
と
い
う
四
陣
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
一
号
坑
は
、
凹
字
形
平
面
を
な
す
が
、
東
西
約
二
八
・
八
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
二
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
・
四
メ
ー
ト
ル
と
も
っ
と
も
小
規
模
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
戦
車
一
台
と
衛
兵
備
六
回
体

が
埋
ま
っ
て
い
た
。
な
お
、
二
号
坑
と
三
号
坑
の
聞
で
四
号
坑
が
見
つ
か
っ
た
が
、
未
完
成
に
終
っ
た
も
の
で
、
陶
備
な
ど
も
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
最
近
に
な
っ
て
、
鋼
車
馬
坑
や
兵
馬
偏
坑
に
つ
ぐ
重
要
な
発
見
と
し
て
、
墳
丘
の
北
方
約
二
ニ

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
建
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句
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八

築
遺
構
群
が
見
つ
か
り
、
陵
園
に
建
っ
て
い
た
華
麗
な
地
上
建
造
物
の
実
像
が
浮
び
上
が
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
陵
圏
内

で
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
陪
葬
坑
・
刑
徒
墓
地
、
馬
既
坑
、
珍
禽
異
獣
坑
等
々
が
あ
る
。

（
ニ
）
前
漢
・
皇
帝
陵
の
諸
倒

い
ず
れ
も
壮
大
な
皇
帝
陵
を
遺
嘗
し
た
。
そ
の
う
ち
、
文
帝
の
覇
陵
と
宣
帝
の
杜

陵
が
そ
れ
ぞ
れ
西
安
の
東
郊
と
南
郊
に
あ
る
の
を
除
く
と
、
他
の
九
代
の
皇
帝
陵
は
す
べ
て
西
安
北
郊
の
戚
陽
台
地
に
東
西
三
六
キ
ロ
に

前
漢
時
代
に
は
、

一
一
代
の
皇
帝
が
在
位
し
た
が
、

わ
た
っ
て
築
か
れ
た

五
代
武
帝
の
茂
陵
、
な
ら
び
に
、
西
安
南
郊
の
七
代
宣
帝
の
杜
陵
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
陽
陵
は
、
漢
の
後
元
三
年
（
紀
元
前
一
四
一
）
に
亡
く
な
っ
た
景
帝
の
陵
と
し
て
、
す
で
に
紀
元
前
一
五
三
年
に
、
当
時
の
陽

県
に
寿
陵
の
築
造
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
陽
陵
の
東
北
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
の
地
に
は
、
王
皇
后
陵
の
ほ
か
、
三

O
基
余
り
の
陪
葬
墓
が

（
第
一
四
図
）
。
そ
の
中
か
ら
、
戚
陽
台
地
の
東
端
に
位
置
す
る
四
代
景
帝
の
陽
陵
と
、
同
じ
く
西
端
に
位
置
す
る

配
さ
れ
て
い
る
。
陽
陵
は
、
一
辺
の
長
さ
約
一
七

0
メ
ー
ト
ル
に
、
高
さ
約
三
一
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
も
っ
裁
頭
方
錐
形
の
墳
丘
を
な
す
。

周
回
に
は
、
平
面
方
形
の
周
援
が
め
ぐ
る
が
、
そ
の
規
模
は
、
一
辺
の
長
さ
約
四
一

0
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
各
周
壁
の
中
央
に
一
つ
ず
つ
、

合
計
四
つ
の
門
を
設
け
て
い
る
。
ま
皇
后
陵
は
、

一
辺
の
長
さ
約
一
六

0
メ
ー
ト
ル
に
、
高
さ
約
二
五
・
二
メ
ー
ト
ル
の
や
は
り
裁
頭
方

一
辺
の
長
さ
約
三
二

0
メ
ー
ト
ル
の
周
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
陽
陵
と
同
じ
よ
う
に
四
門
を
聞
い
て
い
る
。
陽
陵
な

ら
び
に
王
皇
后
陵
に
は
、
付
属
す
る
陵
園
建
築
や
陪
葬
施
設
が
造
営
さ
れ
た
。
ま
ず
、
陽
陵
の
東
南
約
四
一
一

0
メ
ー
ト
ル
で
、
東
北
に
位

置
す
る
王
皇
后
陵
ど
は
約
七
四
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
寝
殿
が
建
っ
て
い
た
ら
し
い
。
東
西
約
二
一
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
八

0
メ
ー
ト
ル

の
遺
跡
地
に
は
版
築
の
基
壇
が
遺
存
す
る
。
寝
殿
の
東
南
に
は
、
台
地
に
沿
っ
て
建
築
遺
構
が
あ
り
、
瓦
樗
な
ど
が
出
土
す
る
。
そ
の
範

囲
は
、
東
方
へ
と
続
き
、
王
皇
后
陵
の
東
側
に
至
る
。
便
殿
も
し
く
は
陵
園
管
理
棟
の
可
能
性
が
あ
る
。
陽
陵
の
周
囲
に
は
、
北
と
東
に

多
数
の
陪
葬
墓
が
分
布
す
る
。
陽
陵
の
築
造
工
事
に
際
し
、
一
万
人
以
上
の
刑
徒
が
動
員
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
墓
地
が
陽
陵
の

錐
形
を
な
し
、
そ
し
て
、
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。

西
北
一
・
五
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陽
陵
の
周
囲
で
は
、
陪
葬
坑
が
何
個
所
か
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

陵
圃
の
東
南
に
位
置
す
る
大
型
の
陪
葬
坑
に
対
し
、
道
路
の
建
設
工
事
に
関
連
し
て
、
一
九
九
O
年
五
月
か
ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
西
約
三
二

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
で
、
備
坑
が
東
西
に
一
四
列
、
南
北
方
向
に

整
然
と
配
置
さ
れ
た
合
計
二
四
基
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
各
種
の
出
土
品
四
千
点
余
り
を
見
た
が
、
と
く
に
六
O
O点
余
り
の
彩
絵

陶
備
は
芸
術
性
に
富
む
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
戚
陽
台
地
の
西
端
に
位
置
す
る
茂
陵
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
武
帝
は
、
紀
元
前
一
四
一
年
に
景
帝
の
後
を
継
承
し
て
即
位
す

る
と
、
間
も
な
く
寿
陵
の
造
営
に
取
り
か
か
り
、
五
四
年
間
の
治
世
の
う
ち
、
実
に
五
二
年
間
を
要
し
た
と
い
わ
れ
る
。
地
名
に
ち
な
ん

（初｝

で
茂
陵
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
陵
は
、
前
漢
の
皇
帝
陵
の
中
で
も
最
大
規
模
を
誇
る
。
す
な
わ
ち
、
一
辺
の
長
さ
約
二
三

0
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
四
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
載
頭
方
錐
形
を
呈
す
る
。
そ
の
周
囲
に
は
、
一
辺
約
四
三

0
メ
ー
ト
ル
の
平
面
方
形
の
周
撃
を
め
ぐ
ら
す
。

周
壁
の
各
辺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
門
が
設
け
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
周
壁
は
、
幡
約
五
・
八
メ
ー
ト
ル
の
土
築
で
あ
る
。
茂
陵
の

周
辺
に
は
、
西
北
五

0
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
李
夫
人
の
英
陵
ゃ
、
東
北
約
一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
は
衛
青
と
霊
去
病
の
墓
な
ど
、

陪
葬
さ
れ
た
陵
墓
群
が
数
多
く
知
ら
れ
る
（
第
一
五
・
一
六
図
）
。

と
こ
ろ
で
、
文
献
史
料
に
よ
る
と
、
寝
殿
や
廟
な
ど
多
く
の
建
物
群
が
あ
っ
て
陵
園
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、

『
太
平
御
覧
』
が
引
用
す
る
『
関
中
記
』
に
は
、
「
陵
を
守
衛
し
掃
除
す
る
も
の
五
千
戸
、
陵
令
一
人
、
館
令
一
人
、
寝
廟
令
一
人
、
園
長

一
人
、
園
門
令
史
三
二
人
、
侯
四
人
」
と
あ
っ
て
、
令
や
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
官
吏
が
い
て
、
陵
園
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
も
知

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
管
理
棟
と
も
い
う
べ
き
建
物
群
の
存
在
も
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
の
地
表
調
査
な
ど

に
よ
っ
て
、
武
帝
の
霊
魂
が
遊
楽
す
る
た
め
の
白
鶴
館
の
遺
跡
が
残
り
、
ま
た
、
瓦
埠
・
水
道
管
・
建
築
部
材
な
ど
の
出
土
か
ら
、
管
理

（
明
品
）

者
の
居
住
地
区
で
も
あ
る
陵
邑
の
場
所
も
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
漢
の
長
安
城
の
東
南
約
二
ハ
・
五
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
七
代
宣
帝
の
杜
陵
に
触
れ
て
お
こ
う
。
宣
帝
は
、
武
帝
の
曽
孫
に
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一
一

当
た
り
、
昭
帝
の
後
を
継
い
で
紀
元
前
七
四
年
か
ら
同
四
九
年
ま
で
在
位
し
た
。
『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
よ
る
と
、
即
位
後
そ
う
遠
く
な
い

元
康
元
年
（
紀
元
前
六
五
）
、
杜
東
原
の
地
に
寿
陵
の
地
を
選
び
、
杜
陵
と
名
づ
け
て
い
る
。

一
辺
の
長
さ
約
一
七
五
メ
ー
ト
ル
に
、
高
さ
約
二
九
メ
ー
ト
ル
の
載
頭
方
錐
形
を
な
し
、
そ
の
周
囲
に
は
、

メ
ー
ト
ル
の
方
形
平
面
に
周
壁
が
め
ぐ
り
、
陵
園
を
形
成
す
る
。
陵
園
の
各
辺
に
は
一
つ
ず
つ
の
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
第
一
七
図
）
。

そ
の
う
ち
、
北
門
と
東
門
が
発
掘
さ
れ
、
ま
た
、
西
門
と
南
門
で
も
試
掘
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
杜
陵
で
も
っ
と
も
注

（お）

目
さ
れ
る
の
は
、
陵
園
の
東
南
に
接
つ
し
て
設
け
ら
れ
た
寝
園
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
南
門
に
近
く
寝
殿
と
、
そ
の
東
に
隣
接
し
て
便
殿

の
宮
殿
建
造
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
杜
陵
の
東
南
に
五
七
五
メ
ー
ト
ル
ば
か

杜
陵
は
、

一
辺
約
四
三

O

り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
や
は
り
寝
園
を
付
設
し
た
王
皇
后
陵
が
あ
る
ほ
か
、
封
土
が
現
存
す
る
六
二
基
を
さ
ら
に
越
え
る
多
数
の
陪
葬

墓
が
、
杜
陵
の
北
お
よ
そ
三
キ
ロ
余
り
の
と
こ
ろ
か
ら
、
王
皇
后
陵
の
東
南
約
一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
ま
で
、
広
範
囲
に
散
在
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
杜
陵
の
西
北
二
・
五
キ
ロ
の
地
点
を
中
心
に
東
西
に
約
二
・
一
キ
ロ
、
南
北
に
約
五
五

0
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
範
囲
に
陵
邑
の

存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
文
献
史
料
で
三
万
戸
、
実
際
に
は
三

O
万
人
以
上
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

見
て
く
る
と
、
杜
陵
の
陵
域
は
、
何
と
東
西
四
キ
ロ
、
南
北
四
キ
ロ
に
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

（ 

ーー一） 

後
漢
・
漢
鶏
洛
陽
城
西
・
墓
園
遺
跡
に
つ
い
て

｛お）

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
秦
・
漢
時
代
の
皇
帝
陵
に
対
し
て
、
後
漢
時
代
の
地
方
豪
族
の
墓
園
遺
跡
は
、
数
少
な
い
発
掘
調
査
例
と
し
て
重

要
で
あ
る
（
第
一
八
図
）
0

．

一
九
八
七

1
八
八
年
に
、
河
南
省
洛
陽
市
の
東
郊
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
墓
園
遺
跡
は
、
漢
貌
洛
陽
城
の
西
側
城
壁
か
ら
西
に
二
・
五
キ

ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
周
壁
で
固
ま
れ
た
東
西
約
一
九

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
ニ
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
を

な
す
。
そ
の
う
ち
、
東
西
二
ハ
八
メ
ー
ト
ル
と
南
北
が
東
端
で
コ
一

0
・
六
メ
ー
ト
ル
、
西
端
で
九
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
が
発
掘
調
査
さ
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れ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
周
壁
の
東
北
隅
と
北
壁
西
寄
り
の
二
個
所
で

礎
石
建
ち
の
建
築
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
墓
園
の

防
御
施
設
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
北
壁
の
遺
構
は
、
そ
の
南
側
に

墓
園
主
人
公
の
墳
墓
が
位
置
す
る
の
で
、
北
門
の
可
能
性
が
あ
る
。
墳

後漢墓園遺跡（「考古学報』 1993-3より）

丘
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
が
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遺
存
し
た

秀
築
の
状
況
か
ら
直
径
四
八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
と
推
定
さ
れ
た
。
地
下

に
埋
設
さ
れ
た
墓
室
は
多
室
の
場
築
墳
で
あ
る
が
、
南
北
の
長
さ
一
一
一

メ
ー
ト
ル
、
東
西
幅
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
墓
室
の
構
造
と
、

内
部
か
ら
出
土
し
た
各
種
の
土
器
や
五
妹
銭
な
ど
か
ら
考
え
て
、
洛
陽

焼
溝
漢
墓
編
年
の
第
六
期
、
つ
ま
り
後
漢
中
・
後
期
で
、
桓
帝
か
ら
献

帝
に
至
る
時
期
に
相
当
す
る
が
、
も
う
少
し
限
定
し
て
西
暦
一
四
七

1

一
六

O
年
ご
ろ
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
墳
墓
の
東
側
で
は
、
建
築
遺
構
群
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
東
西
に
並
ら
ぶ
三
院
形
式
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
院
内
に
殿

第18図

堂
廊
舎
の
建
造
物
が
建
っ
て
い
た
。
最
も
西
に
位
置
し
、
墳
墓
に
面
し

て
い
る
院
に
は
、
最
大
の
建
物
が
あ
り
、
こ
こ
が
最
も
主
要
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
建
築
遺
構
は
、
前
述
の
杜
陵
段
園
の

東
南
に
あ
っ
た
五
号
遺
構
と
の
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

便
殿
と
類
推
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
宣
帝
が
生
前
に
使
用
し
た
器
物
や
衣

一ー一一
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四

服
を
保
存
し
、
ま
た
、
祭
把
な
ど
も
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
墓
園
は
、
当
時
の
皇
帝
陵
や
地
方
豪
族
の
陵
墓
と
比
較
検

討
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
二
千
石
の
官
秩
で
、
太
守
以
上
の
官
職
を
も
っ
地
方
豪
族
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

五
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
世
界
の
王
陵
を
比
較
す
る
と
き
、
王
陵
本
体
い
い
か
え
れ
ば
墳
丘
そ

の
も
の
の
相
互
の
比
較
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
、
正
し
い
歴
史
的
評
価
が
下
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

エ
、事

ユ／

プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
お
け
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
概
念
を
導
入
し
て
、

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
形
成
の
有
無
お
よ
び
そ
の
総
体
の
相
互
比
較

の
必
要
性
を
示
唆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
東
北
ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
、
朝
鮮
半
島
の
三
国
時
代
高
句
麗
に
お
い
て
陵
園
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ば
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
高
句
麗
に
お
け
る
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
出
現
の
契
機
を
求
め
る
べ
く
、
中
国
大

陸
の
皇
帝
陵
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
秦
・
漢
皇
帝
陵
に
お
い
て
、
壮
大
な
陵
園
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
い
わ
ば
中
国
に
お
け
る
皇
帝
陵
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
国
古
代
に
お
い
て
は
、
秦
・
漢
時
代
に
皇
帝
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
最
盛
期

を
見
た
が
、
そ
の
う
ち
後
漢
時
代
に
は
地
方
豪
族
に
ま
で
そ
の
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
時
代
的
背
景
が
理
解
で

占
己
完
山
町
。

問
題
は
、
高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
出
現
の
契
機
で
あ
る
。
高
句
麗
で
は
、
筆
者
が
広
開
土
王
の
陵
に
比
定
す
る
太
王
陵
古
墳
に

お
い
て
、
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
ピ
l
ク
を
見
い
出
す
が
、
そ
の
場
合
、
広
開
土
王
の
存
在
が
示
唆
的
で
あ
る
。
高
句
麗
で
は
、
西
暦

三
一
三
年
に
当
た
る
美
川
王
一
四
年
に
、
漢
の
武
帝
が
設
置
し
て
い
ら
い
四

O
O年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
楽
浪
郡
を
倒
し
た
後
、

古
代
国
家
と
し
て
の
成
長
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
広
開
土
王
の
と
き
、
北
は
現
在
の
中
国
・
吉
林
省
か
ら
遼
寧
省
の
一

部
ま
で
、
さ
ら
に
、
南
は
朝
鮮
の
中
西
部
ま
で
領
土
を
拡
大
し
て
、
大
き
な
国
家
的
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
広
開
土
王
の
脳
裡



に
は
、
漢
帝
国
の
版
図
を
東
・
西
・
南
へ
と
大
き
く
拡
大
さ
せ
た
武
帝
の
政
治
手
腕
が
理
想
像
と
し
て
焼
き
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
自
ら
の
王
陵
造
営
に
当
た
っ
て
も
、
武
帝
の
茂
陵
を
は
じ
め
と
す
る
、
漢
の
皇
帝
陵
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
点
は
、
た
だ
単
に
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
ん
ご
の
検
討
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
つ

て
い
る
。
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鈴
木
八
司
、
一
九
七
九
「
ピ
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（3
）
高
旬
鹿
の
後
期
に
は
、
東
明
王
陵
と
定
陵
寺
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
百
済
の
後
期
で
は
、
最
近
に
な
っ
て
陵
山
里
の
王
陵
群
と
陵
寺
の
関
係
が
明
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
新
羅
の
場
合
、
法
興
王
が
哀
公
寺
の
北
の
峯
に
葬
ら
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
王
陵
と
陵
寺
の
関
係
で
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
聖
徳
太
子
の
磯
長
墓
と
叡
福
寺
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
一
種
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
概
念

を
導
入
し
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
4
）
李
殿
福
、
一
九
八
O
「
集
安
高
句
麗
墓
研
究
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
O
年
第
二
期
、
二
ハ
コ
了
一
六
五
頁
、
科
学
出
版
社
、
北
京
。

（5
）
池
内
宏
、
一
九
三
八
『
通
溝
』
巻
上
、
五
六
l
五
九
頁
、
座
右
宝
刊
行
会
、
東
京
。

（6
）
藤
田
亮
策
、
一
九
四
O
「
遇
措
栴
附
近
の
古
墳
と
高
句
麗
の
墓
制
」
池
内
宏
博
士
還
暦
記
念
『
東
洋
史
論
議
』
五
一
一
一
l
五
一
七
頁
、
座
右
宝
刊
行
会
、

東
京
。

（7
）
こ
の
考
え
方
は
、
す
で
に
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一

O
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
、
朝
鮮
学
会
第
三
五
回
大
会
に
お
い
て
、
「
高
句
麗
王
陵
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
題
し
た
研
究
発
表
の
中
で
披
歴
し
て
い
る
。

（8
）
池
内
宏
、
一
九
三
八
『
前
掲
書
』
五
一
l
五
六
頁
。

（9
）
李
亨
求
、
一
九
八
二
「
高
句
麗
の
事
堂
制
度
研
究
」
『
東
方
学
志
』
第
一
一
一
二
輯
、
一

1
五
七
頁
、
ソ
ウ
ル
。

（
m）
藤
田
亮
策
、
一
九
四
O
寸
前
掲
論
文
」
五
一
六
頁
。

（
日
）
楊
寛
（
尾
形
勇
・
太
田
有
子
共
訳
｝
、
一
九
八
O
『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』
学
生
社
、
東
京
。

高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
西
谷
）

五



高
句
麗
王
時
間
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
西
谷
）

ー
ム，、

羅
哲
文
（
杉
山
市
平
訳
）
、
一
九
八
九
『
中
国
歴
代
の
皇
帝
陵
』
徳
間
書
店
、
東
京
。

劉
慶
柱
・
李
統
芳
（
来
村
多
加
史
訳
）
、
一
九
九
一
『
前
漢
皇
帝
陵
の
研
究
』
学
生
社
、
東
京
。

（
ロ
）
険
西
始
皇
陵
秦
備
坑
考
古
発
掘
隊
・
秦
始
皇
兵
馬
偏
博
物
館
編
、
一
九
八
三
『
秦
始
皇
陵
兵
馬
偏
』
文
物
出
版
社
、
北
京
。

険
西
始
皇
陵
秦
備
坑
考
古
発
掘
隊
・
秦
始
皇
兵
馬
偽
博
物
館
共
編
、
一
九
八
三
『
秦
始
皇
陵
兵
馬
偏
』
平
凡
社
、
東
京
。

（
日
）
た
と
え
ば
、
臨
溢
県
博
物
館
・
越
康
民
、
一
九
七
九
「
秦
始
皇
陵
北
二
、
三
、
四
号
建
築
遺
漣
」
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
一
二
期
、
二
一
丁
二
ハ
頁
、

文
物
出
版
社
、
北
京
。

（U
）
秦
備
考
古
発
掘
隊
、
一
九
八
三
「
秦
始
皇
陵
二
号
銅
車
馬
清
理
筒
報
」
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
七
期
、
一

l
一
六
頁
。

険
西
省
秦
備
考
古
隊
・
秦
始
皇
兵
馬
偏
博
物
館
編
、
一
九
八
三
『
秦
陵
二
号
銅
車
馬
』
『
考
古
与
文
物
叢
刊
』
第
一
号
、
『
考
古
与
文
物
』
編
輯
部
出

版
、
西
安
。

（
日
）
秦
備
考
古
隊
、
一
九
八
O
「
臨
温
上
焦
村
泰
墓
消
理
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
O
年
第
二
期
、
四
一
一
l
四
五
頁
、
西
安
。

秦
伺
坑
考
古
隊
、
一
九
八
二
「
秦
始
皇
陵
圏
陪
葬
坑
鈷
探
清
理
筒
報
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
二
年
第
一
期
、
二
五
l
二
七
頁
。

（
日
山
）
始
皇
陵
秦
係
坑
考
古
発
掘
隊
、
一
九
八
二
「
秦
始
皇
陵
西
側
趨
背
戸
村
秦
刑
徒
墓
」
『
文
物
』
一
九
八
二
年
第
三
期
、
一

l
一
一
頁
。

（
口
）
秦
備
坑
考
古
隊
、
一
九
八
O
「
秦
始
皇
陵
東
側
馬
厩
坑
鈷
探
消
理
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
O
年
第
四
期
、
三
一

l
四
一
一
員
。

臨
溢
県
博
物
館
・
遡
康
民
、
一
九
八
三
「
秦
始
皇
陵
東
側
発
現
五
座
馬
厩
坑
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
三
年
第
五
期
、
二
三
l
二
六
頁
。

程
学
貨
、
一
九
八
五
「
始
皇
陵
東
側
又
発
現
馬
既
坑
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
五
年
第
二
期
、
二

O
l
一
一
一
頁
。

（
国
）
険
西
省
考
古
研
究
所
漢
陵
考
古
隊
、
一
九
九
二
『
中
国
漢
陽
陵
彩
備
』
一
四
l
一
七
頁
、
険
西
旅
遊
出
版
社
、
西
安
。

（M
M
）
村
元
健
一
・
来
村
多
加
史
、
一
九
九
五
「
前
漢
陽
陵
陪
葬
坑
発
掘
の
成
果
」
『
古
代
文
化
』
第
四
七
巻
第
七
号
、
三
一
一
！
三
七
頁
、
京
都
。

（
初
）
劉
慶
柱
・
李
統
芳
（
来
村
多
加
史
訳
）
、
一
九
九
一
『
前
掲
書
』
九
一
一
l
九
九
頁
。

（
幻
）
楊
寛
（
尾
形
勇
・
太
田
有
子
共
訳
）
、
一
九
八
O
『
前
掲
書
』
一
二
三
頁
。

（
忽
）
険
西
省
文
物
管
理
委
員
会
、
一
九
六
四
「
険
西
奥
平
県
茂
陵
勘
査
」
『
考
古
』
一
九
六
四
年
第
二
期
、
八
六
l
八
九
頁
、
考
古
雑
誌
社
、
北
京
。

茂
陵
文
物
保
管
所
王
志
恋
・
険
西
省
博
物
館
朱
捷
元
、
一
九
七
六
「
漢
茂
陵
及
其
陪
葬
家
附
近
新
発
現
的
重
要
文
物
」
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
七

期
、
五
一

l
五
五
頁
。

（
お
）
劉
慶
柱
・
李
統
芳
（
来
村
多
加
史
訳
）
、
一
九
九
一
『
前
掲
書
』
二
二
五
l
一
六
九
頁
。

（M
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
一
九
九
三
一
『
漢
杜
陵
陵
園
遺
枇
』
『
中
園
田
野
考
古
報
告
集
』
考
古
学
専
刊
丁
種
第
四
一
号
、
科
学
出
版
社
、
北
京
。

（
お
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
貌
城
隊
、
一
九
九
三
「
漢
貌
洛
陽
城
西
東
漢
墓
園
遺
社
」
『
考
古
学
報
』
一
九
九
三
年
第
三
期
、
三
五
一

l

三
八
O
頁
、
北
京
。


